
〔1〕

発行　公益社団法人青森法人会　TEL 775－2580

青森市橋本二丁目13番５号　グランスクエア青森５階

URL  http://www.aomori-hojinkai.or.jp/aomori/

201号
令和７年１月１日

年４回発行
（4.7.11.1月）

創刊　昭和49年７月１日

令
和
七
年
　
元
旦

公
益
社
団
法
人

　

青
森
法
人
会

会
　
長

林
　
　
　

均

筆
　
頭

副
会
長

今
　
　

良

暢

副
会
長

阿

部

吉

平

副
会
長

米

谷

恵

司

あおもり雪灯りまつり

新
年
の
ご
挨
拶

会
　
長

　

林
　
　
　
均

　

年
頭
に
当
た
り
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
当
会

の
事
業
が
計
画
通
り
進
み
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
元
旦
に
石
川
県
能
登
半
島
に
て
震
度

７
の
地
震
が
発
生
、
翌
２
日
に
は
、
羽
田
空
港

に
て
日
本
航
空
の
旅
客
機
と
海
上
保
安
庁
の
航

空
機
が
衝
突
す
る
と
い
う
大
惨
事
に
国
内
外
と

も
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
日
経

平
均
株
価
が
４
万
円
台
に
到
達
、
日
銀
が
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
の
解
除
を
決
定
、
新
紙
幣
の
発

行
な
ど
の
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
税
関
連
で
大

き
な
注
目
を
浴
び
た
の
が
定
額
減
税
で
す
。
対

象
者
に
は
大
変
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
が
、
対

象
者
の
特
定
や
給
与
計
算
時
の
所
得
税
か
ら
の

控
除
手
続
き
な
ど
、
企
業
の
事
務
担
当
者
の
負

担
が
大
き
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
12
月
、
与
党
の
令
和
７
年
度
税
制

改
正
大
綱
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
年
収

１
０
３
万
円
の
壁
の
金
額
を
「
１
２
３
万
円
」

に
引
上
げ
、
中
小
企
業
の
法
人
税
率
の
優
遇
措

置
２
年
間
延
長
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
優
遇
措
置

の
１
年
延
長
、
防
衛
増
税
（
法
人
税
、
た
ば
こ

税
）
は
26
年
４
月
か
ら
開
始
、
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
今
後
国
会
で
の
審
議
を
経
て
３

月
ま
で
に
関
連
法
案
が
成
立
し
ま
す
。

　

年
が
明
け
て
県
内
で
は
「
青
森
み
ち
の
く
銀

行
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
県
内
シ
ェ
ア
約
８
割

を
占
め
る
地
銀
の
誕
生
は
県
内
経
済
へ
の
影
響

も
大
き
く
、
今
後
、
地
元
企
業
と
一
体
と
な
り

青
森
県
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、４
月
１
日
か
ら
「
公
益
法
人
認
定
法
」

が
改
正
に
な
り
ま
す
。
「
財
務
規
律
の
柔
軟
化
・

明
確
化
」
「
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
・
合
理
化
」

「
自
律
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
、
透
明
性
の

向
上
」
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
様
々
な
改
正
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
改
正
に
係
る
手
続
き
に
は

即
時
に
取
り
組
む
も
の
や
猶
予
期
間
の
あ
る
も

の
な
ど
が
あ
り
、
令
和
10
年
度
末
ま
で
に
す
べ

て
の
法
人
が
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
全
法
連
で
は
新
た
に
「
事
務
局

業
務
の
効
率
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ

の
推
進
」
や
こ
れ
ま
で
青
年
部
会
が
行
っ
て
い

た
「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
法
人
会
全
体
の
取
組
み
と
す
べ

く
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

法
改
正
に
係
る
事
務
手
続
き
や
新
た
な
事
業

へ
の
対
応
に
は
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援
を
仰
ぐ

場
面
も
増
え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
会
の
発
展

の
た
め
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
皆
様
の
ご
多
幸
と
事
業
の
健

全
な
発
展
を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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「
税
を
考
え
る
週
間
」
関
連
行
事

11
月
11
日
～
17
日
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
関
連
し
て
、
次
の
行
事
を
開
催
し
た
。

♦
記
念
講
演
会

　

11
月
12
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
、

当
会
、
青
森
青
色
申
告
会
、
青
森
間
税
会
の
３

団
体
共
催
に
よ
る
「
税
を
考
え
る
週
間
」
記
念

講
演
会
を
開
催
し
た
。
３
団
体
合
せ
て
70
名
が

出
席
し
、
当
会
の
米
谷
恵
司
副
会
長
が
開
会
挨

拶
を
行
い
、
続
い
て
青
森
税
務
署
の
三
上
俊
明

署
長
が
「
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
と
税
の
不
服
・
不

満
へ
の
対
応
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

国
税
庁
は
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務

署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
、
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
、
課
税
・
徴
収
事
務
の

効
率
化
・
高
度
化
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促

進
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
納
税
者
の
正
当
な
権
利
や
利
益
を
簡

易
か
つ
迅
速
に
救
済
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
る

「
不
服
申
立
制
度
」
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
前

任
地
で
の
職
務
経
験
な
ど
も
交
え
興
味
深
い
お

話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
講
演
終
了
後
は
、
三
上
署
長
は
じ
め

税
務
署
幹
部
を
交
え
て
懇
親
会
を
行
っ
た
。

　

青
年
部
会
（
佐

藤
一
尚
部
会
長
）

は
、
11
月
４
日

（
月
）、
サ
ン
ロ
ー

ド
青
森
イ
ベ
ン
ト

広
場
に
お
い
て
第

28
回
税
金
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
を
開
催

し
た
。
こ
の
事
業

は
、
青
森
税
務
署

の
協
力
、
青
森
市

教
育
委
員
会
、
青

森
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
な
ど
の
後
援
を

い
た
だ
き
、
小
学

生
や
そ
の
家
族
、
一
般
の
方
に
税
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
税
の
啓
発
活
動
で
あ
る
。

５
年
生
・
６
年
生
が
２
名
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
昨
年
よ

り
２
チ
ー
ム
増
の
19
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
珍
問
や
難
問

♦
♦
♦ 

税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ 

♦
♦
♦

青
年
部
会

も
交
え
た
税
に
関
す
る
様
々
な
ク
イ
ズ

に
学
校
の
友
達
や
家
族
、
買
い
物
客
の

応
援
を
受
け
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
表
彰
式
で
は
佐
藤
部
会
長
か
ら
賞

状
と
賞
品
の
授
与
が
行
わ
れ
、
最
後
に
、

青
森
税
務
署
の
三
上
俊
明
署
長
か
ら
講

評
・
挨
拶
を
い
た
だ
き
終
了
し
た
。

（
結
果
は
次
の
通
り
。「　

」
内
は

チ
ー
ム
名
）

◆
優　

勝

　

「
た
か
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」（
浦
町
小
）

◆
準
優
勝

　

「
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
レ
ン
ド
」（
三
内
西
小
）

◆
第
３
位

　

「
c
l
e
a
r 
c
i
t
y
」（
浪
岡
北
小
）

◆
第
４
位

　

「
り
な
さ
な
」（
浪
打
小
）

◆
敗
者
復
活
賞

　

「
奇
妙
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」（
合
浦
小
）

♦
優
良
経
理
担
当
者
表
彰　

11
月
18
日

（
月
）、
ホ
テ
ル

青
森
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
優

良
経
理
担
当
者

表
彰
式
を
開
催

し
た
。
会
員
企

業
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
優
良
経

理
担
当
者
４
名

お
よ
び
所
属
企

業
の
役
員
３
名

が
出
席
し
、
林

会
長
か
ら
受
賞

者
に
表
彰
状
と

　

国
税
庁
で
は
、
平
成
３
年
度
か
ら
租
税
教
育

の
推
進
及
び
租
税
教
育
推
進
の
た
め
の
基
盤
整

備
等
に
お
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
学
校
、
教

育
委
員
会
及
び
民
間
団
体
等
を
表
彰
し
て
お

り
、当
会
が
仙
台
国
税
局
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

当
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
（
税
金
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
、税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、

租
税
教
室
の
講
師
）
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
11
月
19
日
（
火
）
開
催
の
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
選
定
会
議
の
席

上
、
青
森
税
務
署

の
三
上
俊
明
署
長

か
ら
青
年
部
会
の

佐
藤
一
尚
部
会
長

と
女
性
部
会
の
田

中
桂
子
部
会
長
に

感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰
制
度

租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰
制
度

「
仙
台
国
税
局
長
表
彰
」
を
受
賞

「
仙
台
国
税
局
長
表
彰
」
を
受
賞

　

ま
た
、
会
場
で
、「
税
の
使
途
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
行
い
、
子
育
て
支
援
、
医
療
の
充
実
、

介
護
福
祉
・
社
会

保
障
、
公
共
事

業
、
災
害
復
旧
、

の
中
か
ら
選
ん
で

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

小
学
生
は
「
医
療

の
充
実
」
、
大
人

は
「
子
育
て
支
援
」

を
希
望
す
る
回
答

が
多
か
っ
た
。

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
ご
来
賓
の
青
森

税
務
署
の
三
上
俊
明
署
長
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
意
見

交
換
お
よ
び
昼
食
会
を
行
っ
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

鎌
田　

綾
野　

様

（
協
同
組
合 

青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
）

吉
田　
　

茂　

様

（
青
森
定
期
自
動
車
株
式
会
社
）

北
舘　

由
香　

様

（
株
式
会
社 

精

養

軒
）

白
鳥
美
根
子　

様

（
有
限
会
社 

第
一
造
園
）
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「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
を
選
定

コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
を
選
定

１
．
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
税
務
研
修
会

　

11
月
18
日
（
月
）、
問
屋
町
会
館
に
お
い
て

当
会
と
協
同
組
合
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
の
共

催
に
よ
る
税
務
研
修
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
年
末
調
整
に
つ
い
て
」
で
、
年
末
調
整
の

手
続
き
、
税
務

署
に
多
く
寄
せ

ら
れ
る
質
問
や

誤
り
や
す
い
事

項
、
定
額
減
税

の
説
明
な
ど

を
、
青
森
税
務

署
の
法
人
課
税

部
門
担
当
官
が

説
明
し
た
。

（
参
加
者
17
名
）

２
．
総
務
の
基
本
と
実
務

　

11
月
26
日
（
火
）、
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
青
森
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

人
事
管
理
、
経
営
管
理
等
の
相
談
や
全
国
各

地
で
社
員
研
修
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る

経
理
研
究
会

女
性
部
会

㈲
マ
ス
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
林　

忠
史
社
長
が
、

総
務
の
役
割
と

仕
事
、
総
務
業

務
の
サ
イ
ク
ル

や
ル
ー
ル
、
庶

務
業
務
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
説

明
し
た
。

（
参
加
者
42
名
）

３
．
年
末
調
整
説
明
会

　

11
月
28
日
（
木
）、
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
青
森
に
お
い
て
開
催
し
た
。
昨
年
と
比

べ
て
変
わ
っ
た
点
、
年
末
調
整
の
手
続
、
年
税

額
の
計
算
の
た
め
の
準
備
、
令
和
６
年
分
年
税

額
の
計
算
、
定
額
減
税
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
終
了

後
は
、
個
別
質

問
の
希
望
者
が

多
く
、
講
師
を

務
め
た
青
森
税

務
署
の
法
人
課

税
部
門
担
当
官

の
ほ
か
複
数
の

職
員
が
対
応
し

て
い
た
。（
参
加

者
１
５
７
名
）

４
．
新
設
法
人
説
明
会

　

12
月

11
日

（
水
）、
青
森
税

務
署
に
お
い
て

青
森
税
務
署
と

の
共
催
に
よ
り

開
催
し
た
。
各

種
届
出
書
の
提

出
、
会
社
に
か

か
る
税
金
の
種

類
、
確
定
申
告

書
の
提
出
、
中

　

女
性
部
会
（
田
中

桂
子
部
会
長
）
は
、

県
法
人
会
連
合
会
・

東
北
六
県
法
人
会
連

合
会
と
共
同
で
小
学

６
年
生
を
対
象
と
し

た
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
て
お

り
、
租
税
教
室
実
施
校
な
ど
か
ら
１
９
４
点
の

応
募
が
あ
っ
た
。
11
月
19
日
（
火
）
に
選
定
会

議
を
行
い
、
入
賞
作
品
と
県
連
合
会
へ
の
推
薦

作
品
を
選
定
し
た
。
こ
の
あ
と
県
連
合
会
お
よ

び
東
北
連
で
の
審
査
が
行
わ
れ
る
。

（
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
４
月
発
行
の
か
わ
ら
版

２
０
２
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
）

　

経
理
研
究
会
（
今　

良
暢
会
長
）
は
次
の

通
り
例
会
を
開
催
し

た
。◎

第
４
１
７
回
例
会　

10
月
15
日
（
火
）

　

テ
ー
マ　

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
」

　

講　

師　

青
森
税
務
署

　
　
　
　
　

審
理
専
門
官
付
国
税
調
査
官　

�

安
藤　

鉄
也　

氏

◎
第
４
１
８
回
例
会　

11
月
19
日
（
火
）

　

テ
ー
マ　

「
年
末
調
整
に
つ
い
て
」

　

講　

師　

青
森
税
務
署

　
　
　
　
　

審
理
専
門
官
付
国
税
調
査
官　

�

安
藤　

鉄
也　

氏

◎
第
４
１
９
回
例
会　

12
月
17
日
（
火
）

　

テ
ー
マ　

「
相
続
税
に
つ
い
て
」

　

講　

師　

経
理
研
究
会

�

会
長　

今　
　

良
暢　

氏

叙
勲
・
褒
章

　
旭
日
双
光
章

　

当
会
会
員　

加
藤　
　

彰　

氏　

（
株
式
会
社 

カ
ト
ー
建
築
設
計
事

務
所　

代
表
取
締
役
）

納
税
功
労
　
仙
台
国
税
局
長
表
彰

　

副

会

長　

米
谷　

恵
司　

氏

（
株
式
会
社 

カ
ー
ド
ッ
ク
米
谷

オ
ー
ト　

代
表
取
締
役
）

小
法
人
の
優
遇
制
度
、
消
費
税
な
ど
、
会
社
経

営
に
必
要
な
基
礎
的
な
税
務
知
識
に
つ
い
て
、

青
森
税
務
署
の
法
人
課
税
部
門
担
当
官
が
説
明

し
た
。（
参
加
者
12
名
）

５
．
会
社
取
引
を
め
ぐ
る
税
務 

　

12
月
18
日
（
水
）、
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
青
森
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

税
理
士
の
泉
谷
博
之
氏
が
、
決
算
と
申
告
の

関
係
、
収
益
の

計
上
と
原
価
の

計
算
、
資
産
に

か
か
る
税
務
、

会
社
経
費
と
税

務
、
法
人
税
等

の
税
額
計
算
の

仕
方
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し

た
。

�

（
参
加
者
32
名
）

６
．
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
＆
定
額
減

税
説
明
会

　

蓬
田
村
、
平
内
町
、
今
別
町
、
浪
岡
に
お
い

て
、
各
地
区
の
商
工
会
、
青
色
申
告
会
、
青
森

税
務
署
、
当
会
の
４
団
体
共
催
に
よ
る
説
明
会

を
開
催
し
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
メ

リ
ッ
ト
や
納
付
手
段
、
利
用
開
始
の
届
出
方
法

な
ど
、
定
額
減
税
の
概
要
、
対
象
者
、
所
得
の

種
類
別
の
実
施

方
法
、
源
泉
徴

収
義
務
者
の
事

務
な
ど
に
つ
い

て
青
森
税
務
署

の
管
理
運
営
部

門
お
よ
び
法
人

課
税
部
門
担
当

官
が
説
明
し

た
。

�（
参
加
者
60
名
）

❄
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❄

セ
ミ
ナ
ー
開
催

セ
ミ
ナ
ー
開
催
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青
森
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

会員の皆様へ 住所、代表者などの変更がありましたら、お手数ですが事務局へご連絡願います。

青森法人会の事業の予定

現在開催計画未定の事業が開催されることもありますので、
それを含め詳しくはホームページをご覧ください。
アドレス：http://www.aomori-hojinkai.or.jp/aomori/

広報紙では、当会の活動を紹介しています。
研修会・講演会等には、会員以外の方も参加できます。
事務局まで申し込みください。
青森法人会事務局　電話 017－775－2580　FAX 017－773－5644

新会員を

募集中です！

新会員を

募集中です！

経営に差がつく・税の知識が身につく・人脈が広がる

お知り合いの経営者を
　　　 ご紹介ください!!
（事務局にご連絡をいただければ説明に伺います）

青森市民図書館への図書贈呈式
令和７年１月21日（火）午前11時45分（青森市役所）

新春お楽しみの会
令和７年１月24日（金）午後５時30分（ホテル青森）
　むらせ ものまねライブ　

決算法人説明会
令和７年１月29日（水）午後１時30分（リンクステーションホール青森）
令和７年３月18日（火）午後１時30分（リンクステーションホール青森）

救命救急講習会
令和７年２月21日（金）午後１時30分（リンクステーションホール青森）

第47回理事会
令和７年３月６日（木）午後３時（ホテル青森）

ビジネスマナー講座　　　　
令和７年３月12日（水）午後１時30分（リンクステーションホール青森）

税金の納付も…

納税証明書も…

スマホで完結！

税務職員 ふたば
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中
小
企
業
で
「
人
材
採

用
が
う
ま
く
い
か
な
い
」

と
お
悩
み
の
場
合
、
採
用

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
変
更
が
状

況
を
変
え
る
突
破
口
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
材
を
採
用
す
る
際
の

基
準
と
し
て
「
ど
れ
ぐ
ら

い
の
大
学
レ
ベ
ル
」「
素

直
で
元
気
で
明
る
い
」

「
マ
ジ
メ
で
粘
り
強
い
」

「
○
○
経
験
が
あ
れ
ば
尚

可
」
等
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

経
営
者
の
方
は
多
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
「
ど
の
会
社
で

も
評
価
さ
れ
そ
う
な
人
物

像
」
を
基
準
に
し
て
し
ま

う
と
、
競
合
が
多
く
な
り

苦
戦
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
採
用
活
動
を
成
功
さ

せ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
社

の
事
業
の
特
徴
を
踏
ま
え

て
、
自
社
で
定
着
す
る

「
独
自
の
採
用
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
を
見
い
だ
す
こ
と
に

あ
る
の
で
す
。

　

あ
る
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の

会
社
で
は
、
営
業
職
と
し

て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
経
験
者
」
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
採
用
活
動
を
始

め
た
当
初
は
、
同
業
や
無
形
商
材

の
営
業
経
験
者
を
探
し
て
い
ま
し

た
が
、
会
社
規
模
が
小
さ
い
こ
と

も
あ
っ
て
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
採
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
変

更
に
思
い
至
り
、
試
行
錯
誤
の
上

た
ど
り
着
い
た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
経
験
者
だ
っ
た
の
で

す
。
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
営
業
職
と

い
う
と
人
当
た
り
の
良
い
タ
イ
プ

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
会
社
は
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
対
面
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
商
談
や

打
ち
合
わ
せ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
営
業
活
動
の
大
半
は
メ
ー

ル
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ

ト
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
般
的
な
対
人
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
営
業
力
よ

り
も
、「
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る

感
覚
で
知
識
習
得
し
な
が
ら
プ
ロ

セ
ス
を
積
み
重
ね
る
」
こ
と
が
成

果
に
つ
な
が
る
と
分
析
し
た
の
で

す
。
最
近
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

は
テ
キ
ス
ト
や
音
声
で
知
ら
な
い

相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

た
り
、
時
に
は
オ
フ
会
を
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
点
が
自
社
の
業
務
特
性
に
合
っ

て
い
る
と
考
え
て
採
用
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
変
更
し
、
結
果
と
し
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
若
手
営
業
職
の
採
用
に
成

功
、
さ
ら
に
は
ゲ
ー
ム
仲
間
つ
な

が
り
で
費
用
を
か
け
ず
に
リ
フ
ァ

ラ
ル
採
用
（
紹
介
に
よ
る
採
用
）

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
店
長
や
店
舗
経
験
者
を

探
し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
な
い
個
人
向
け
の
店
舗
運

営
を
し
て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
し

た
。
採
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て

考
え
る
中
で
、
多
く
の
飲
食
店
や

小
売
店
と
違
っ
て
自
社
の
店
舗
で

は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
必
要
な
い

こ
と
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
要
素
も

そ
れ
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
目
を
見
て
話
せ
る
最
低
限
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
と

「
一
人
で
も
黙
々
と
仕
事
が
で
き

る
真
面
目
さ
」
を
基
準
と
し
て
未

経
験
者
の
採
用
に
切
り
替
え
た
と

こ
ろ
、
若
手
の
採
用
に
成
功
し
て

い
ま
す
。

　

や
み
く
も
に
採
用
基
準
を
定
め

る
の
で
は
な
く
、「
自
社
で
定
着

す
る
た
め
の
要
素
は
何
か
？
」
を

考
え
抜
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

社
独
自
の
基
準
を
見
つ
け
、
他
社

と
競
合
す
る
一
般
的
な
基
準
を
な

く
す
こ
と
で
、
一
気
に
採
用
成
功

に
近
づ
き
ま
す
。
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
経
営
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
今

の
採
用
基
準
が
「
何
と
な
く
設
定

し
た
も
の
」
に
な
っ
て
い
な
い
か

振
り
返
り
、
採
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

変
更
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

人材採用がうまくいく！人材採用がうまくいく！

独自の採用ターゲットを設定独自の採用ターゲットを設定
するポイントとは？するポイントとは？

株式会社 ジェイック　執行役員　古庄　　拓

【
筆
者
紹
介
】

古
庄
拓
（
ふ
る
し
ょ
う
・
た
く
）

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
ッ
ク
に
入
社
。
中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
対

象
と
し
た
社
員
研
修
や
採
用
支
援
の
提
案
・
企
画
、
管
理
職

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
化
、
新
卒
メ
デ
ィ
ア
の
立
ち
上
げ

等
を
経
て
、
同
社
執
行
役
員
。
人
材
育
成
や
採
用
支
援
の
知

識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し
て
い
る
。
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２
０
２
４
年
の
夏
も
２
０
２
３

年
に
続
い
て
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

長
野
県
で
米
や
野
菜
を
作
っ
て
い

る
義
父
母
は
「
暑
過
ぎ
て
里
芋
が

小
さ
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

過
剰
な
暑
さ
は
農
産
物
の
生

育
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
、
新
潟
県
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
胚
乳
の
一
部
も
し
く
は
全

部
が
白
く
濁
る
「
白
未
熟
粒
」
が

増
え
、
等
級
が
落
ち
ま
し
た
。
水

産
庁
の
水
産
政
策
審
議
会
特
別
委

員
と
し
て
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
視

察
に
行
っ
た
時
に
は
、「
海
水
温

が
高
く
、
一
部
の
魚
が
死
ん
だ
」

と
現
地
の
方
が
話
し
て
い
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
10
月
に
は
、
欧

州
連
合
の
気
象
情
報
機
関
「
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
気
候
変
動
サ
ー
ビ
ス
」

が
、
２
０
２
４
年
の
世
界
平
均
気

温
が
２
０
２
３
年
を
上
回
り
過
去

最
高
に
な
る
見
通
し
だ
と
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
暑
さ
の
一
因
が

「
食
品
ロ
ス
」
に
あ
る
と
言
っ
た

ら
意
外
に
思
う
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
は
年
４
兆
円
分
に
あ
た
る

食
品
ロ
ス
を
出
し
て
お
り
、
多
く

の
自
治
体
で
は
焼
却
処
分
に
し
て

い
ま
す
が
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理

費
は
年
間
２
兆
１
５
１
９
億
円
に

及
び
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ

が
納
め
た
税
金
の
結
集
で
す
。
食

品
ロ
ス
を
含
む
生
ご
み
は
重
さ
の

80
％
以
上
が
「
水
」
で
す
。
燃
え

に
く
い
の
で
、
膨
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
費
用
を
使
っ
て
燃
や
し
て

い
る
の
で
す
。
海
外
で
は
生
ご
み

を
埋
め
立
て
処
分
す
る
国
も
あ
り

ま
す
が
、
二
酸
化
炭
素
よ
り
ず
っ

と
温
室
効
果
の
高
い
メ
タ
ン
ガ
ス

が
排
出
さ
れ
ま
す
。
食
品
ロ
ス
は

燃
や
し
て
も
埋
め
立
て
て
も
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
し
、
気
候
変
動

の
一
因
と
な
る
の
で
す
。
国
と
し

て
、
気
候
変
動
の
一
因
と
な
る
温

室
効
果
ガ
ス
を
世
界
で
最
も
排
出

し
て
い
る
の
は
中
国
で
す
。
次
が

米
国
。
世
界
中
の
食
品
ロ
ス
を
一

つ
の
国
に
見
立
て
る
と
、
１
位
の

中
国
、
２
位
の
米
国
に
次
い
で
第

３
位
と
な
り
ま
す
。

　

世
界
22
か
国
か
ら
70
人
の
研
究

者
と
１
２
０
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
集
め
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ド

ロ
ー
ダ
ウ
ン
」
で
は
、
地
球
温
暖

化
を
逆
転
さ
せ
る
１
０
０
の
方
法

（
二
酸
化
炭
素
削
減
量
や
費
用
対

効
果
な
ど
で
ラ
ン
ク
付
け
し
た
上

位
80
と
、
今
後
注
目
さ
れ
る
解
決

策
20
）
が
検
証
さ
れ
、
ラ
ン
キ
ン

グ
３
位
が
「
食
品
ロ
ス
削
減
」
で

し
た
。
環
境
負
荷
と
い
え
ば
自
動

車
や
飛
行
機
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
で
し
ょ
う
し
、
実
際
に
環

境
に
関
す
る
国
際
会
議
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

で
も
電
気
自
動
車
な
ど
の
策
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
ド
ロ
ー

ダ
ウ
ン
で
は
「
電
気
自
動
車
」
は

26
位
、「
飛
行
機
の
燃
費
向
上
」

は
43
位
。
食
品
ロ
ス
削
減
の
方

が
、
気
候
変
動
対
策
と
し
て
評
価

が
高
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
２
０
１
７
年
６
月
か
ら
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
を
使
い
、
食

品
ロ
ス
を
含
む
生
ご
み
を
乾
燥
さ

せ
堆
肥
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
１
８
０
０
回
以
上
も
乾
燥
前

後
の
重
量
を
量
り
、
平
均
で
70
％

以
上
、
累
計
４
７
０
kg
以
上
も
減

ら
し
ま
し
た
。
家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
の
購
入
に
は
、
自
治
体
の

55
％
以
上
で
助
成
金
を
出
し
て
い

ま
す
。
私
も
自
治
体
の
助
成
を
受

け
、
２
万
円
程
度
の
処
理
機
を
半

額
の
１
万
円
で
購
入
で
き
ま
し

た
。
夏
は
生
ご
み
の
臭
い
や
コ
バ

エ
の
問
題
も
な
く
、
ご
み
出
し
の

回
数
も
減
り
、
堆
肥
に
も
で
き
る

の
で
い
い
こ
と
ず
く
め
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
環
境
の
こ
と
を

考
え
て
、
普
段
使
う
電
力
は
石
油

系
で
な
い
自
然
電
力
１
０
０
％
の

会
社
と
契
約
し
ま
し
た
。
電
力
会

社
の
切
り
替
え
は
、
ネ
ッ
ト
か
ら

数
分
で
完
了
し
ま
す
。
電
気
料
金

の
一
部
を
社
会
貢
献
活
動
に
寄
付

で
き
て
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

夏の暑さは夏の暑さは

　  　  食品ロス食品ロスのせい？のせい？
食品ロス問題ジャーナリスト　井出　留美

【
筆
者
紹
介
】

井
出
留
美
（
い
で
・
る
み
）

奈
良
女
子
大
学
食
物
学
科
卒
、
博
士
（
栄
養
学
／
女
子
栄
養

大
学
大
学
院
）
、
修
士
（
農
学
／
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生

命
科
学
研
究
科
）
。
ラ
イ
オ
ン
、
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
本

ケ
ロ
ッ
グ
広
報
室
長
等
歴
任
。
東
日
本
大
震
災
食
料
支
援
で

の
廃
棄
に
衝
撃
を
受
け
、
㈱
ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

３
・
11
を
設
立
。

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
成
立
に
協
力
し
た
。『
賞
味
期
限
の
ウ

ソ
』（
幻
冬
舎
新
書
）
、『
捨
て
な
い
パ
ン
屋
の
挑
戦
』（
あ
か
ね

書
房
）
な
ど
著
書
多
数
。


